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(57)【要約】
【課題】複数を直上に積み重ねることができ、積み重ね
られた状態が安定する椅子を提供する。
【解決手段】座部１０と、座部から相反する側方に突出
している一対のジョイント部２０と、ジョイント部一つ
当たり一対が下方に延びており、下方に向かうほど離隔
している脚部３０の二対と、隣接する脚部二本ずつを下
端で連結している長平板状の接地面部４０と、を具備す
る椅子において、ジョイント部を、一対の脚部が互いに
離隔している方向である前後方向の端部それぞれの外周
面に、脚部の外周面の形状を反転させた凹状に湾曲して
いる上湾曲面２１を有するものとすると共に、接地面部
を、脚部それぞれの下端近傍において、脚部の外周面の
形状を反転させた凹状に湾曲していると共に、前記前後
方向における内側に開口している下湾曲面４１を有する
ものとする。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部と、
　該座部から相反する側方にそれぞれ突出している一対のジョイント部と、
　該ジョイント部一つ当たりに一対が取付けられて、それぞれ下方に延びており、下方に
向かうほど互いに離隔している長棒状の脚部の二対と、
　二対の該脚部のうち隣接する前記脚部の二本ずつを下端で連結している長平板状、及び
、前記脚部ごと下端に設けられた平板状、の何れかの接地面部と、
を具備しており、
　前記ジョイント部は、一対の前記脚部が互いに離隔している方向である前後方向の端部
それぞれの外周面に、前記脚部の外周面の形状を反転させた凹状に湾曲している上湾曲面
を有しており、
　前記接地面部は、前記脚部それぞれの下端近傍に、前記脚部の外周面の形状を反転させ
た凹状に湾曲していると共に、前記前後方向における内側に開口している下湾曲面を有し
ている
ことを特徴とする椅子。
【請求項２】
　前記接地面部は、隣接する前記脚部の二本ずつを下端で連結している長平板状の一対で
あり、
　前記接地面部で連結されていない前記脚部同士を、前記接地面部より高い位置で連結し
ている一対の補強バーを更に具備する
ことを特徴とする請求項１に記載の椅子。
【請求項３】
　前記ジョイント部は、前記座部の底面に当接している固定部を介して前記座部に固定さ
れており、
　一対の前記脚部が離隔する方向が左右方向となる側面視において、一対の前記脚部それ
ぞれの内側の輪郭線を延長した線が交差する点と、一対の前記脚部それぞれの外側の輪郭
線を延長した線が交差する点との間の距離が、前記座部の厚さと略同一となるように前記
脚部の傾斜角度が設定されている
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数を積み重ねることができる椅子に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　椅子が常設されていない場所で人が集う場合、保管されていた椅子の中から必要な数の
椅子を出して使用し、使用後は再び保管場所に戻すことがある。このような場合、不使用
時に椅子の複数を積み重ねておくことができれば、保管スペースが小さくて済み、便利で
ある。
【０００３】
　積み重ねることができる椅子としては、脚部を座部より外方に張り出させた上で、上下
の椅子の脚部同士が重ならないように位置をずらしながら積み重ねるものがある。このよ
うな椅子は、積み重ねに伴い重心が側方に移動して、多段に積み重ねられた状態が不安定
となり、崩れるおそれがあった。
【０００４】
　一方、上段の椅子の脚部の間に下段の椅子の脚部が嵌り込むように、積み重ねる椅子も
提案されている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１の椅子は、座部より外方に取付
けられた脚部を、下方に向かうほど拡開させたものである。このような構成の椅子は、一
見すると、直上に積み重ねることが可能であるようにも思われる。しかしながら、実際に
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は、部材同士の滑り等に起因して、不可避に位置ずれが生じる。そのため、積み重ねの作
業に伴って、多段に積み重ねられる方向が傾いて行ってしまい、積み重ねられた状態が不
安定となるおそれがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－７９０３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、上記の実情に鑑み、複数を直上に積み重ねることができ、積み重ね
られた状態が安定する椅子の提供を、課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明にかかる椅子は、
「座部と、
　該座部から相反する側方にそれぞれ突出している一対のジョイント部と、
　該ジョイント部一つ当たりに一対が取付けられて、それぞれ下方に延びており、下方に
向かうほど互いに離隔している長棒状の脚部の二対と、
　二対の該脚部のうち隣接する前記脚部の二本ずつを下端で連結している長平板状、及び
、前記脚部ごと下端に設けられた平板状、の何れかの接地面部と、
を具備しており、
　前記ジョイント部は、一対の前記脚部が互いに離隔している方向である前後方向の端部
それぞれの外周面に、前記脚部の外周面の形状を反転させた凹状に湾曲している上湾曲面
を有しており、
　前記接地面部は、前記脚部それぞれの下端近傍に、前記脚部の外周面の形状を反転させ
た凹状に湾曲していると共に、前記前後方向における内側に開口している下湾曲面を有し
ている」ものである。
【０００８】
　ここで、脚部を接地させるために脚部の下端に設けられた「接地面部」としては、二対
の脚部のうち「隣接する脚部の二本ずつを下端で連結している長平板状の接地面部」、ま
たは「脚部ごと下端に設けられた平板状の接地面部」を選択可能である。前者の場合、長
平板状の接地面部で連結されている二本の脚部は、対をなしている脚部、すなわち、同一
のジョイント部から延びている二本の脚部とすることができる。或いは、異なる対に属す
る二本の脚部であって、椅子において同じ側にある二本の脚部が、長平板状の接地面部に
よって連結されている構成とすることができる。
【０００９】
　本構成の椅子は二対の脚部を備えており、対をなす脚部はそれぞれジョイント部から下
方に延びつつ互いに離隔していると共に、ジョイント部は座部から側方に突出している。
従って、上下段の椅子が干渉することなく、上段の椅子の一対の脚部の間に、下段の椅子
の一対の脚部が位置するように、積み重ねることが可能である。一般的に、下方に向かう
ほど拡開している脚部を上下に積み重ねると、下段の脚部の周面における外側部分が、上
段の脚部の周面における内側部分と接触する。
【００１０】
　これに関して、本構成では、ジョイント部において上段の椅子の脚部と接触する可能性
がある部分、すなわち、一対の脚部が互いに離隔している方向である前後方向の端部それ
ぞれの外周面に、脚部の外周面の形状を反転させた凹状に湾曲している上湾曲面を有して
いる。加えて、脚部を設置させる接地面部において、下段の椅子の脚部と接触する部分で
あって上記の前後方向における内側部分、すなわち、対をなす脚部の相手方に向かう部分
で開口するように、脚部の外周面の形状を反転させた凹状に湾曲している下湾曲面を有し
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ている。従って、上下に積み重ねる際に、上段の椅子の脚部の移動が下段の椅子の上湾曲
面によって案内されると共に、上段の椅子の下湾曲面の移動が下段の椅子の脚部によって
案内される。これにより、積み重ねる方向がずれることなく、複数の椅子を真っ直ぐ上に
積み重ねて行くことができ、積み重ねられた状態が安定する。
【００１１】
　本発明にかかる椅子は、上記構成に加え、
「前記接地面部は、隣接する前記脚部の二本ずつを下端で連結している長平板状の一対で
あり、
　前記接地面部で連結されていない前記脚部同士を、前記接地面部より高い位置で連結し
ている一対の補強バーを更に具備する」ものとすることができる。
【００１２】
　本構成では、脚部を接地させるために脚部の下端に設けられた接地面部が、二対の脚部
のうち隣接する二本ずつを連結している長平板状の接地面部の一対である。従って、脚部
それぞれが別個の接地面部を介して接地する場合に比べて、接地面積が大きい。これによ
り、椅子を置く床面との摩擦を低減して、床面上を引き摺るように椅子を移動させること
ができる。例えば、椅子を畳敷きの床面で使用する場合であっても、畳面を傷付けるおそ
れを低減して、橇のように椅子をスライドさせて容易に移動させることができる。
【００１３】
　加えて、本構成では、同じ接地面部で連結されていない脚部同士を連結している「補強
バー」を一対有している。これにより、二対の脚部の全てがそれぞれの下端近傍で、一対
の接地面部と一対の補強バーとからなるフレームによって連結されている構成となるため
、椅子の剛性が高い。しかも、補強バーは接地面部より高い位置で脚部を連結しており、
床面には当接しない。そのため、床面との摩擦抵抗を増加させることがなく、床面上を容
易に移動させることができるという接地面部の作用を損なうことなく、椅子の剛性が高め
られている。
【００１４】
　本発明にかかる椅子は、上記構成において、
「前記ジョイント部は、前記座部の底面に当接している固定部を介して前記座部に固定さ
れており、
　一対の前記脚部が離隔する方向が左右方向となる側面視において、一対の前記脚部それ
ぞれの内側の輪郭線を延長した線が交差する点と、一対の前記脚部それぞれの外側の輪郭
線を延長した線が交差する点との間の距離が、前記座部の厚さと略同一となるように前記
脚部の傾斜角度が設定されている」ものとすることができる。
【００１５】
　本構成とすることにより、詳細は後述するように、複数の椅子を上下に積み重ね、上段
の椅子の脚部と下段の椅子の脚部とがごく近接している状態で、下段の椅子の座部と上段
の椅子の座部との間の空隙を、最小限の距離である固定部の高さ分の長さとすることがで
きる。これにより、積み重ねられた多数の椅子の全体としての高さを抑えることができ、
限られた保管スペースに、より多数の椅子を保管することが可能となる。
【００１６】
　また、本構成では、複数の椅子を上下に積み重ねた際、下段の座部の上に、固定部を介
して上段の座部が載置された状態となる。従って、下段の座部と上段の座部との間に空隙
が大きくあいている場合に比べて、複数の椅子が上下に積み重ねられた状態が、より安定
したものとなる。
【００１７】
　なお、本構成において「略同一」とは、「一対の前記脚部が離隔する方向が左右方向と
なる側面視において、一対の前記脚部それぞれの内側の輪郭線を延長した線が交差する点
と、一対の前記脚部それぞれの外側の輪郭線を延長した線が交差する点との間の距離」（
以下、単に「内外輪郭線の交差点間の距離」と称することがある）が、座部の厚さと、間
然に同一である場合に加えて、この種の椅子を製造する際の誤差を含んで同一であること
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を意味している。具体的には、内外輪郭線の交差点間の距離が、「（座部の厚さ）±（座
部の厚さの２％）」の場合を指すものとする。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明の効果として、複数を直上に積み重ねることができ、積み重ねら
れた状態が安定する椅子を、提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態である椅子の斜視図である。
【図２】図１における（ａ）Ａ範囲の拡大図、及び（ｂ）Ｂ範囲の拡大図である。
【図３】図１の椅子の（ａ）正面図、及び（ｂ）側面図である。
【図４】図３（ａ）におけるＣ－Ｃ線断面図である。
【図５】図１の椅子を三個積み重ねた状態について、Ｃ－Ｃ線に相当する切断線で切断し
た断面図である。
【図６】図１の椅子を三個積み重ねた状態の斜視図である。
【図７】（ａ）～（ｃ－３）脚部の傾斜角度の設定における座部の厚さの関係を説明する
図である。
【図８】（ａ）～（ｃ－３）脚部の傾斜角度の設定における座部の床面からの高さの関係
を説明する図である。
【図９】本発明の他の実施形態の椅子を積み重ねた状態の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態である椅子１について、図１乃至図９を用いて説明する。
【００２１】
　椅子１は、背もたれのない椅子であり、座部１０と、座部１０から相反する側方にそれ
ぞれ突出している一対のジョイント部２０と、ジョイント部２０一つ当たりに一対が取付
けられて、それぞれ下方に延びている長棒状の脚部３０の二対と、二対の脚部３０のうち
隣接する脚部３０の二本ずつを下端で連結している長平板状の接地面部４０と、を具備し
ている。
【００２２】
　より詳細に説明すると、座部１０は、平面視が長方形の平たい略直方体であり、長方形
で平板状の座部ベース１１と、座部ベース１１の上面に固定されたクッション１２とから
なる。
【００２３】
　一対のジョイント部２０は、それぞれ略直方体であり、座部ベース１１における一対の
短辺からそれぞれ側方に突出している。ジョイント部２０は、それぞれ固定部６０と一体
である。固定部６０は、座部ベース１１より小さい平板状であり、その上面を座部ベース
１１の底面に当接させた状態で、座部ベース１１に固定されている。これにより、一対の
ジョイント部２０は、それぞれ固定部６０を介して座部ベース１１に固定されている。
【００２４】
　脚部３０は、円筒状または円柱状である。二対の脚部３０のうちの一対の上端が、一対
のジョイント部２０の一方の底部に固定されて下方に延びており、他の一対の脚部３０の
上端が、一対のジョイント部２０の他方の底部に固定されて下方に延びている。対をなす
脚部３０は、下方に向かって互いに離隔している。
【００２５】
　そして、本実施形態では、二対の脚部３０のうち対をなす脚部３０同士が、その下端で
、長平板状の接地面部４０によって連結されている。また、二対の脚部３０のうち、接地
面部４０で連結されていない脚部３０同士、換言すれば、異なる対に属する脚部３０であ
って、椅子１において同じ側にある脚部３０同士が、補強バー５０で連結されている。補
強バー５０は円筒状または円柱状であり、接地面部４０より高い位置で、二本の脚部３０
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を連結している。
【００２６】
　本実施形態では、ジョイント部２０及び接地面部４０はそれぞれ、脚部３０の外周面の
形状に対応した特殊な形状を有している。具体的には、ジョイント部２０は、一対の脚部
３０が互いに離隔している方向である前後方向（図示、Ｘ方向）の端部それぞれの外周面
に、上湾曲面２１を有している。上湾曲面２１は、脚部３０の外周面の形状である円周面
を反転させた凹状に湾曲している面であり、直方体を上側かつ外側の角部から側周面にか
けて凹状に切り欠いた形状である。
【００２７】
　一方、接地面部４０は、対をなす脚部３０それぞれの下端が接続された部分の近傍に、
下湾曲面４１を有している。下湾曲面４１は、脚部３０の外周面の形状である円周面を反
転させた凹状に湾曲しており、前後方向Ｘにおける内側、すなわち、対をなす脚部３０の
相手方に向かう側で開口している。
【００２８】
　ここで、脚部３０の傾斜角度は、前後方向Ｘが左右方向となる側面視（図３（ｂ）参照
）において、一対の脚部３０それぞれの内側の輪郭線を延長した線Ｎが交差する点と、一
対の脚部３０それぞれの外側の輪郭線を延長した線Ｍが交差する点との間の距離（内外輪
郭線の交差点間の距離）が、座部１０の厚さと略同一となるように設定されている。これ
について、以下、図７及び図８を用いて説明する。
【００２９】
　図７（ａ－１），（ｂ－１），（ｃ－１）に示すように、一対の脚部３０のなす角度が
異なると（それぞれθ１，θ２，θ３）、一対の脚部３０それぞれの内側の輪郭線を延長
した線Ｎが交差する点と、一対の脚部３０それぞれの外側の輪郭線を延長した線Ｍが交差
する点との間の距離が、それぞれＤ１，Ｄ２，Ｄ３と相違する。これに対応して、図７（
ａ－２），（ｂ－２），（ｃ－２）に示すように、椅子１ａ，１ｂ，１ｃの座部１０の厚
さをそれぞれＤ１，Ｄ２，Ｄ３と設定する。そうすると、図７（ａ－３），（ｂ－３），
（ｃ－３）に示すように、同一の椅子を上下に積み重ね、上段の椅子の脚部３０と下段の
椅子の脚部３０とが当接する状態で、上段の椅子の座部１０と下段の椅子の座部１０とが
当接する。
【００３０】
　このような脚部３０の傾斜角度と座部１０の厚さとの関係は、座部１０の高さ（接地面
部４０の底面から座部１０までの高さ、すなわち床面から座部１０までの高さ）とは無関
係である。例えば、図８（ａ）に示すように、脚部３０の傾斜角度がある角度θ１で、内
外輪郭線の交差点間の距離がＤ１のとき、座部１０の高さがＤ１であれば、図８（ｂ－１
）及び（ｂ－２）、図８（ｃ－１）及び（ｃ－２）にそれぞれ示すように、座部１０の高
さがｈ１、及びｈ２と異なっていても関係がない。このように設定された椅子１ａ，１ｄ
は、それぞれ図８（ｂ－３）及び（ｃ－３）に示すように、同一の椅子を上下に積み重ね
、上段の椅子の脚部３０と下段の椅子の脚部３０とが当接する状態で、上段の椅子の座部
１０と下段の椅子の座部１０とが当接する。
【００３１】
　実際には、本実施形態の椅子１は、座部１０の底面に固定部６０が固定されている。そ
のため、下段の椅子１の座部１０の上に固定部６０を介して上段の椅子１の座部１０が載
置された状態で、上段の椅子１の脚部３０と下段の椅子１の脚部３０との間に、固定部６
０の厚さに対応した僅かなクリアランスが生じる。つまり、下段の座部１０と上段の座部
１０との距離が最小限（固定部６０の厚さ）となった状態で、上段の脚部３０が下段の脚
部３０にごく近接して沿っている状態となる。
【００３２】
　以上のように、本実施形態の椅子１によれば、二対の脚部３０のうち対をなす脚部３０
は、それぞれジョイント部２０から下方に延びつつ互いに離隔していると共に、ジョイン
ト部２０は座部１０から側方に突出している。従って、上下段の椅子１が干渉することな
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く、上段の椅子１の一対の脚部３０の間に、下段の椅子１の一対の脚部３０が位置するよ
うに、積み重ねることができる。
【００３３】
　そして、椅子１は、ジョイント部２０において、前後方向Ｘの端部それぞれの外周面に
、上湾曲面２１を有していると共に、接地面部４０において、連結している脚部３０それ
ぞれの下端近傍において、対をなす脚部３０の相手方に向かって開口する下湾曲面４１を
有している。上湾曲面２１及び下湾曲面４１は、それぞれ脚部３０の外周面の形状である
円周面を、反転させた凹状に湾曲している。従って、上下に積み重ねる際に、上段の脚部
３０の移動が下段の椅子１の上湾曲面２１によって案内されると共に、上段の椅子１の下
湾曲面４１の移動が下段の椅子１の脚部３０によって案内される。これにより、積み重ね
る方向がずれることなく、複数の椅子１を真っ直ぐ上に積み重ねて行くことができ、積み
重ねられた状態が安定する。
【００３４】
　また、椅子１を接地させる接地面部４０は、隣接する二本の脚部３０を連結している長
平板状であるため、接地面が平坦であると共に、接地面積が大きい。これにより、床面と
の摩擦を低減して、椅子１を引き摺るように移動させることができ、床面が畳敷きであっ
ても畳面を傷付けるおそれを低減して、椅子１を橇のようにスライドさせて容易に移動さ
せることができる。
【００３５】
　加えて、脚部３０の全ての下端は、一対の接地面部４０と一対の補強バー５０とでフレ
ームをなすように連結されているため、椅子１の剛性が高い。これにより、椅子１を軽量
化しても、所定の機械的強度を担保することができる。また、この補強バー５０は床面に
は当接しないため、床面との摩擦抵抗を増加させることがなく、椅子１を床面上でスライ
ドさせられる接地面部４０の作用効果を損なうことなく、椅子１の剛性が高められている
。
【００３６】
　そして、椅子１の複数を上下に積み重ねると、上段の椅子１の座部１０は、固定部６０
を介して下段の椅子１の座部１０に当接し、その状態で、上段の椅子１の脚部３０と下段
の椅子１の脚部３０との間は、固定部６０の厚さに対応した僅かなクリアランスとなり、
上下段の脚部３０同士がごく近接する。そのため、積み重ねの作業の際に、下段の脚部３
０に対する上段の脚部３０の移動を、上湾曲面２１及び下湾曲面４１が相対的に案内する
作用を、効果的に発揮することができる。
【００３７】
　また、椅子１の複数を上下に積み重ねた際、下段の座部１０と上段の座部１０との間の
空隙の距離は、固定部６０の高さ分であり最小限である。従って、図９に示す他の実施形
態の椅子２のように、上段の椅子２の脚部３０と下段の椅子２の脚部３０とが近接してい
る状態で、下段の座部１０と上段の座部１０との間に大きな空隙があいている場合に比べ
て、多段に椅子１が積み重ねられた全体としての高さを抑えることができる。
【００３８】
　なお、椅子２は、椅子１とは脚部３０の傾斜角度が異なっており、内外輪郭線の交差点
間の距離が座部１０の厚さより有意に大きい。これにより、下段の椅子２の上湾曲面２１
が下段の椅子２の脚部３０に沿い、上段の椅子２の下湾曲面（図に表れていない）が下段
の椅子２の脚部３０に沿っている状態で、上段の椅子２の固定部（図に表れていない）が
下段の座面１０上に当接していない。椅子２のその他の構成については、椅子１と同様で
ある。
【００３９】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明は上記の実施形態に
限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、
種々の改良及び設計の変更が可能である。
【００４０】
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　例えば、上記では、二対の脚部３０のうち、対をなす脚部３０同士が長平板状の接地面
部４０によって連結されている場合を例示した。これに限定されず、異なる対に属する脚
部３０同士が長平板状の接地面部４０で連結されている構成としても、上記と同様の作用
効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００４１】
１，２　椅子
１０　座部
２０　ジョイント部
２１　上湾曲面
３０　脚部
４０　接地面部
４１　下湾曲面
５０　補強バー
６０　固定部
Ｘ　一対の脚部が互いに離隔している方向である前後方向
Ｎ　一対の脚部それぞれの内側の輪郭線を延長した線
Ｍ　一対の脚部それぞれの外側の輪郭線を延長した線

【図１】 【図２】
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